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國分直一先生の足跡を追って（2）
－残された野帳にみる228事件との遭遇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

            　安渓遊地・安渓貴子

台湾に留用された日本人
　第 63号に掲載していただいた前回の

主題は大正時代のはじめ、当時打狗（タ

ーカウ）と呼ばれていた高雄の町での

國分直一先生の幼年時代だった。今回

は、ずっと時代が下がって 1947 年のこ

とを書いてみたい。

　台湾に暮らしていた日本人は、敗戦

によってそのほとんどが──「湾生」

と呼ばれた台湾生まれの人びとも含め

て──「帰国」することになった。例

外として、大学教員など、専門的な技

能をもつ者は、やりかけた仕事を完成

するまで台湾に留まることが求められ

た。こうして「留用」された日本人の

中に、國分直一先生と、恩師である金

関丈夫先生の家族もいた。

　「光復台湾」のあらたな支配者として

到着した大陸からの「外省人」への台

湾生まれの「本省人」の不満が高まり、

1947 年 2 月 27 日に、台北でヤミ煙草

の取締をする専売局員の発砲事件を期

に、一気に爆発した。のちに 228 事件

と呼ばれ、その後 37 年にもおよぶ戒厳

令の中での白色テロの源流となったま

さにその時、それを目撃し、記録に残

した日本人は非常に少ない。

　この時、留用日本人として台湾大学

の教員となっていた金関丈夫・國分直

一両氏は、台湾人スタッフとともに台

南附近での考古学発掘や人類学調査に

従事していた。

　1990 年秋、私どもは、日本民族学会

（現、日本文化人類学会）と原ひろ子会

長の支援を受けて、國分直一先生のお

話をビデオに収録した。その語りを文

字おこししたものを、以下に示す。こ

れは、國分直一著、安渓遊地・平川敬

治編、『遠い空──國分直一、人と学問』

（2008 年、海鳥社刊）に収録した文章

の原文にあたるものである。ビデオそ

のものもインターネットで公開してい

るので、パソコンで「國分直一先生の

とっておきの話」で検索していただく

か、スマホで以下の QR コードを読み

込んでいただくと視聴することができ

る。

ビデオ・國分直一先生のとっておきの話「留用
の 4年間」（聞き手・劉茂源）

　228 事件のときは、僕は金関先生と

ご一緒に、曾文溪（裏表紙地図の山上

と大内の間）の調査をしていたんです

が、「台北で暴動が起きた」というんで

す。そしたら汽車は新竹まで来たら止
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まっちゃったんです。台湾大学の学生

が指導して、汽車止めちゃったんだそ

うです。中国の製糖会社の技師が、妙

齢のお嬢さんを連れていました。もう

暴動が起きていますから、中国内地系

の方というのは、ことごとく脅迫され

ていました。金関先生と僕は新竹の駅

で、お嬢さんを連れた中国の技師を誘

いました。「あなた方は危険があると思

うから、すぐに我々は、ホテルに避難

するから行きましょう」と言ったんで

す。それで、ホテルの一番奥の部屋に、

その技師を連れて──英語の通じる方

でした──新竹に四日くらいいました

かね。お嬢さんがいるもんだから非常

に心配して……、とっても可哀想でし

た。それから僕は、金関先生に相談し

て、「この方達、台北に連れて行きまし

ょう。金関先生の所に置いてくれます

か？」と言ったら、「良い。僕の所に連

れてこい。二人を救おう」と言われま

した。それで僕はマダムに頼みました。

「このお嬢さんに、スカートをやって下

さい」スカートの姿になれば、内地（中

国）の人かどうか分からなくなります

からね。お父さんの方は、背広を着て

ました。お嬢さんだけ扮装を変えれば

良いから……。非常に心配しながら「ど

うしたら良いんだ？」と言うので、「話

が通じても通じなくても、日本人が話

してれば日本人と思うだろう」と言う

ことで、仕方ないので、下手なイング

リッシュで話しながら駅に行ったんで

すが、こうして耳を傾けるんですね。

「君、今話しているのは何だ？あなたは

何だ？」「僕は日本人です」「日本語じ

ゃ無いじゃないか。こっちは中国人だ」

と言うんですね。そして、なんぼ弁解

しても駄目なんですわ。「この人達は技

師だから。本当に技術者なんだ」と言

っても、（首を横に振って）許さないん

ですね。結局、二人を連れて行ってし

まいました。それはいつまでも消えな

い、何とも辛い思いでね。

　――あぁ。そしたら先生、救えなか

った訳ですね。

　救えなかった。

　――それは、お気の毒です。

　「もし、あなたが我々を妨害するな

ら、あなた方を殺す」と言うんですね。

そういう所まで、行ったんです。それ

で台北に帰って駅降りたら、装甲車で

銃撃してくるんです。金関先生と二人

でドブに飛び込んだんです。銃撃が去

った後に、飛び出して帰って行きまし

たけど、それから後、一か月間はどこ

にも出れないんです。……

　そのときにこの『回覧雑誌』、この分

厚いのができた訳です。ちょうど戦争

の末期に、日本の東京では紙の配給が

できなくなりまして、三省堂が中止に

なって、東京書籍株式会社と言うのが

できるんですね。台北にも、その支店

ができたんです。こんなに（背丈ぐら

いの高さの）この『回覧雑誌』のもと

になった原稿用紙を持ってました。戦

後、支店長に会って「原稿用紙下さい

ませんか？　我々は寂しくて仕方がな

いから、みんなで書いて回覧雑誌を作

ります」と言うと、「どうぞ。使ってく

ださい」と、大変なボリュームの紙を

くれましてね。そして金関先生を中心

にして、書きました。それがこれです。

そのメンバーに森於菟先生（森鷗外の
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子、解剖学）などもいるし、早坂一郎

先生（古生物学、後に島根大学学長）

のような人がいるわけですね。

　――（劉茂源）先生、228 事件があ

って、大変な時を過ごされましたね。

今（1990 年）、台湾では若干解放されて、

野党ができて 228 事件のことも検証し

ていますけど……。そういう、嫌な時

代もあったと言うことなんですね。だ

けど、あの中国人の親子を救えなかっ

たというのは、先生、残念だったです

ね。それはもう、ベストを尽くされた

んですから。

　長く、心の底に残ってねぇ。「どうし

たら良いか」と泣きたいような思いで

したね。……

同人の『回覧雑誌』の目次の例

（台湾大学図書館所蔵）

発掘と 228 事件の勃発
　「感心居士」と呼ばれ、メモ魔であっ

た國分先生は、フィールドでの見聞を

細大もらさずその野帳に書き付けた。

数百冊にのぼるそれらの原本は、いま

国立台湾大学図書館 5 階の特蔵組に所

蔵され、すべてデジタル化され、整理

が済み次第順次公開していく手順とな

っている。その中に、台湾時代のもの

も数は少ないが残されている。ちょう

ど、上記の語りの前夜から、まさに中

国人の親子を救おうと奮闘するあたり

のことが書かれたものがあるので、そ

れを読んでみたい。

　台南附近での考古学発掘や人類学調

査をしていた金関丈夫・國分直一先生

たちは、2 月 27 日の夜、台北で暴力事

件が起こったという報に接する。留用

されて残った少数の日本人として、慎

重に行動しなければならない。急いで

台北に帰って、戒厳令の中で駅に着く

のは危ないなどと考えて、出発を 1 日

延ばして汽車に乗るが、新竹まで行く

と国民党軍が列車を接収するかもしれ

ない、というので新竹駅から 20 キロ

ほど南の苗栗県の竹南駅で列車は止ま

ってしまう。日本語も台湾語もできな

ければ、中国人とみなしてリンチを加

えていた集団が、日本人には危害は加

えないから、降りて下さいというので、

リンチにあいかけていた、まだ幼い女

の子を連れた老人をかくまって、駅前

の旅館に入る。旅館の台湾人の主人も

2 人の女中も、なんとか助けてやりた

いという人情を共通して持っていると

國分先生は書いている。緊迫する状勢

の中で、ラジオ放送が「600 万の台湾

人よ立て！」と日本語で蹶起を呼びか

ける。旅館の見取り図や、4 人で寝た

部屋の図面まで、ドラマ作家のような

詳細な筆は描いていく。國分先生の記

憶による後の語り（上記のビデオ）で

は新竹でのこととなっているが、野帳

に記された現場は新竹の南の苗栗県竹

南駅付近だった。恐らく、竹南を新竹

と取り違えられたものだろう。
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　発掘の記録や、遺跡・遺物の図とと

もに、本省人の間での外省人への不満

の高まりや、日本時代を懐かしむ声、

警察官となっている原住民族の声など

が緊迫する情勢の中でもていねいに拾

い上げられている。文中「先生」とあ

るのは、金関丈夫氏のことである。外

省人は、「中国人」「アーサン」、国民党

は「中山さん」などと表現されている。

群衆は Mob, デモは Demonstration
など、野帳をのぞき込まれてもすぐに

は意味がわからないようにするための

配慮か、所々に英語の単語が混じる。

以下、当時の社会情勢がわかるところ

を抜粋してみよう。場所は、台南州曾

文郡大内庄、今日の台南市大内区で両

先生が発掘した曾文溪遺跡付近から始

まる。見出しは、もとのノートにはな

いが、このたび仮につけたものである。

……は省略を示す。読めなかった字

は■で、明らかな誤記の訂正や補足は

［　］の中に表記した。野帳のデジタル

画像（ntul-mf0033-00444）の使用に

あたっては、國分直一先生のご遺族の

許可と国立台湾大学図書館特蔵組のご

協力を得た。

戦中戦後の状況 (1947 年 2 月 25 日 )
  25 日　山上の調査了へて大内にか

へってきて一軒のそば屋による　なん

にもいしきしないで　はいったのでは

じめは気がつかなかったが　やゝなれ

てみると　自分にたいする店のものの

態度がいくらかおかしい　その中にも

のをたべてゐたものの一人が（ちょっ

と顔きゝのやうな）　私にあなたは純

粋の日本人かときく　私は日本人だと

答へると　あゝさうか　実はあなたが

中国人だとうたがって　中国人ならも

のをやるな　お茶もだすな（実は私は

いせき歩きでつかれてゐて　お茶をく

れと注文したのである）　料理はつく

ってもまづくつくって高くとってやれ

等とはなしてゐたが　みんながおまへ

は日本の軍とも関係してゐたし　日本

人を見分けることが出来るだらうから　

ためして見れといはれてためしたのだ

とのこと

　そこで私が名刺を出すと　かれは大

内郷大内 952 番地　梯江守　と書いて

私の名前をいへばどこでも大丈夫と

いふ　かれは陽にやけたあからがほの　

もうかなりの年ぱいのものであったが

上機嫌で私と語り　さかんに中国人の

悪口をいひ　かへりには私を途中まで

送ってくれた　芋の蔓しかくへないも

ののゐるお菓子屋によってお菓子を買

わふ　とまで通訳ををしたり手伝って

くれたりした　いよいよわかれる時に

は　お大事にといひ別れた

　民心がどのやうにうごきつつあるか　

それはいかなる状勢の反映であるか　

くわしく考へてみなくてはならない

　25 日　鳴頭［大内郷の地名］にゆき

鄭水深君に会ふ　数年前別れたばかり

ではじめて会ひ　感慨無量の感あり

　東洋医学院を卒業して　戦争の末期

にかへってきて　結婚したとか　すで

に女児二人の父となってゐた　奥さん

は背の高い人だが赤坊をおぶったまゝ　

厨房にゐて出てこない。お父さんが　

10 日ほど前に［なく］なったといふ

ので　家族全体が沈うつに沈んでみえ

た。
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　戦争中日本に協力　殊に Tatara 部

隊がきてからは牛車のてうはつ竹のて

うはつ（供出）人夫の供出などに全面

的に協力した　ために終戦後は部落民

に賃銀支払のこと　供出した器材の返

かん等を迫られて非常に困却したとい

ふ　お父さんの鄭万断氏は長くわづら

ってねてゐたので危害を加へられなか

ったやうであるが　兄さんの水木氏は

おう打されたといふ　水深君はいたい

たしげにその話をしてゐた

　Tatara 少佐とはよく気もちもあった

らしくなつかしそうに Tatara 少佐（26

才）の話をしてゐた

　元来鄭家は日本時代初葉にこの地方

にはいり　平埔族中の豪族藩天生一門

ときそひつゝ　次第に地盤をかため　

ことに玉井精糖会社工場が出きてから

は原料係として次第に地位をもち　玉

井─善化間の甘蔗運搬台車を管理する

ことになってから非常に大勢力をもつ

やうになり　藩家をおさへて大をなし　

戦争末期には非常に Tatara 部隊に協

力したものであるが　終戦後前記のや

うないきさつから地方民の攻げきをう

け　遂に藩家の天生の息に従来の地域

をうばはれた形となり　天生の息が村

長となり水深氏が副村長といふ格でお

さまってゐるが　水深氏は最近辞表を

出したといふ　

　愈々辞して去らんとするや郷長の息

私らをひきとめてとまれという　郷長

はイシをかねてゐて医院の方にゆく　

かなりの年ぱいのやせた人　やさしい

声で　煙草をすゝめてくれたりのあげ

く　お風呂をわかし入れてくれる　非

常に多忙らしく時々中座　食事の間も　

息子さんをのこして会社の雇員のせん

抜しけんの口頭試問を行ひにゆく。夜

は郷長官舎にとまる　

　夜官舎にかへる前　廖乾定氏の所を

たづね、鄭君のおくさんの兄さんとい

ふ。ゐない。

　廟にゆくと台南からよんできたとい

う老人をかこんでこゑにあはして古歌

をならってゐる

　千里眼　順風耳のまっくろなものす

ごい風姿がうすぐらい神廟の祭壇の両

側に立ってゐるのをながめながら奥へ

は入ると　げんら王といはれる主神の

前でこゑがなつて合唱の声をあげてゐ

た

　廖さんはやあといひながら握手をす

る　福岡の Yuhshu［修猷］館を出て　

台北高校をへて　熊本医台［大］にま

なんだとかで　ばりばりの日本語を使

ふ　日本時代に　非常に日本人の官辺

や民間人に受けがよく　かつ廖君自身

も日本人とかはらないいしきで生きて

ゐたらしく　終戦は意外でもあり悲し

くもあり　失望の中に奸漢としてのは

く害をうけはしなかったが　白眼をも

ってみられ中傷をされたりしたとい

う　かれが最高学府を出た手腕のある

医者であったゝめ　村民にもうけがよ

かった　そういったものへのそねみか

ら　現郷長陳氏（？）は、かれが日本

時代蒋介席［石］を地獄に於いてさば

く劇の脚本をかいて　劇をえ［ん］じ

た事を密告したといふ　ために憲兵に

しらべられたとのことであるが　地方

民の評ばんのよいことゝ　かれのひと

がらによってきりぬけることが出きた

らしいが　爾来両者の間はうまくゆか



28

ず　廖君は郷長に対していろいろ不平

とその悪評をしてゐた

　時代のおもひがけないおおきなてんか

んきに際して　様々の運命の比関［ママ］

さがみられる

　夜郷長官舎にとまる　美しい風とん

［布団］にあらひたてのシーツかかって

ゐて　きもちよくゆっくりじゅくすい

する

考古学と人類学の情景（25-26 日）
 25 日午後二時　水深君の案内で玉井

に出る

　国民学校遺跡を見たが土器片の極め

て断片的な散布が見られるのみである　

約１ｍくらいの表土を除去したといふ

のでその際に遺物の多くのものがはこ

びさられ他の地いきに埋せきされてし

まったものと考へられる

　国民学校の教師教務主任の人にあひ

案内してもらふ

　Tabanii 事件［編註。大正 4 年に玉

井で起こった原住民族の蜂起から日本

人 95 人が殺された事件。西来庵事件と

も］についてきかれて返事にこまる

　つゞいて初級中学をたづねて校庭を

みる　やはり土器片含砂　火度低い土

器片散布してゐる　包含層の厚さは測

定してゐない　適当な露層が見られな

い。初級中学に於いて郷長の息子（物

理学校出）に会ふ　その他先生方した

しさうな話しにあつまる　北京語、物

理化学　英語、数学博物　語文等の担

任あはせて専任 4人　しょく託 1人（長

崎医大出身海軍々医）原始［原子］ば

くだんをみまはれし時はよそにいって

ゐたといふ。）……

　26 日　早朝辞して廖氏をたづね自転

車で坑口──　の遺跡をたづねる

　26 日　頭社［大内郷の地名］一泊

……5時先生一行と頭社にかへる

　26 日　石棺の各石材に一々マルクを

つけて　取り除き　さらに石棺下を掘

ってみる　棺蓋上面のレベルから下に

は土器石器ともに包含なし

　整理は午前中にすむ　国軍の一人こ

の時来て見てゐた　鄭先生のご好意で

生徒たちが竹のタンカで石棺の材を奉

安殿あとにはこんでくれる

　この付近古い墓地にして幽れいが出

ると伝へられてゐた

　25 日夕刻　石棺が出土したので婦人

が　あらら　といふのをきいてゐた観

衆は　道理でこの付近を通りかゝった

時　淋しさうにめしがくへないとない

てゐる婦人がゐたので　うちにきなさ

いと手をひいたら　手がつめたくてた

ちまち消えたといふ話があるが　その

わけが分かったとある一人がいふ

　なにも出なかったのであの人たちは

気の毒なことだなどといふ……

「馬鹿な人たちだ　何にも出やしない

のに」「下から掘ればいいのになんと

いふおろかなほり方だ」……あつまっ

た見物に通行人色々我々を見て笑ふ 

　竹山国民校の出来た時　［石棺が］三

個位出土したともきく

　「金を掘るのだらふ」といふもの　

「金をほるならはじめから石をぬいて

みたらよいだらう」「いや金を掘るには

昔からあゝいう風に少しずつ静に掘る

ものだ」等と説明するもの知りも出て

くる

「蕃人は magic があるからあの人たち
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は棺をあけたしゅん間石となるであろ

う」とうれうるもの　「国が破れたのに

研究になんの意味があるか」といふ国

民服の青年もゐる

　第一日は結局 20 cm ほりさげ　一部

20 〜 40 cm ほりさげたまゝにして次日

にゆづる 四時おはる

　夜お医者様たちの歓迎会に出席　竹

山旅館　生のエンチェンがでる　豚の

足のスノモノがうまかった

　中国軍の一大尉から　ピストルをも

ってゐるであらう　それなら 2000 yen
で売れと言はれて面くらう　劉街長の

辯明によって漸くうたがひがはれる

　27 日　牛車　午前中国民学校児

童の調査　指紋血液型　指紋のお手

伝ひをする　あかまみれの子供の手

にインクをつけていると体がくさ

い　はきたいやうなのがゐる　先生

とくさい生徒たちがふざけはじめ

る　先生には童心があるので生徒た

ちなつくのである　こんなにふざけ

てあそぶことは　こゝの子供たちに

はなかろうとおもって　ほゝえまし

く見てゐる　しかし子供のいたづら

だんだんすゝみ　先生のベレー棒の

頂についてゐるひもをつかみにくる 

　午後１時牛車に荷もつをつんで大内

に出る　大内でチョッキをなくす　結

婚した時にかったチョッキでおもひ出

のおおいチョッキであつたから愛惜の

きもちが強い

　台車にて善化に──善化から５時頃

の汽車で台南に 

　車中ピッケルをわすれたことをきづ

いて悲しくなる　沈氏が電話をかけて

くれる（車掌にたのみ）　台南駅にて

まだ返事なし　沈栄氏の所におもむく　

久しぶりの対面　めしを銀座のすしや

の二階でくふ　沈栄氏の招待 

　旅館新生旅舎にとまる　芝昭氏の居

宅のあと　大床を二個おいた洋間に先

生と自分、余さんと蔡氏は日本間。 

　夜陳師雄君に会ふ　土橋迎久君の葉

書をよむ　なつかしい　陳君のおぢさ

んが日本婦人を妻にしてゐたこと　戦

争末期に死んだこと　日本婦人のおく

さん 4人の子をつれて日本にかへった

こと等を知る　写真を見る　美しい

人　おぢさんは　Saijiri［蔡滋理］氏

ににた怪いな容貌　看護婦の写真とい

ふ　づがブックにはってあるいく枚目

かのものは小さな赤ちゃんをだいた写

真　陳君の叔父さんのつくった子でな

いかと気になるがきかなかった　日本

婦人と他国人　ことに支那系の人との

結婚は結局不幸になることが多いらし

い。（はじめて石氏をたずねたがゐな

い） 

台北での騒乱のニュース（2 月 27 日）
　陳君の話ではじめて　台北にあるさ

わぎのおきたことを知る　よくはわか

らぬが　煙草売りの老婆を専売局のと

りしまり係のもの短銃の台にてたゝき　

且つ　あまりひどいではないかといひ　

とめんとする民衆の一人をうち殺した

（計二人）といふ　ために市民のげきこ

うするところとなり　専売局は包囲さ

れ長官公舎前にも　Demonstration の

むれがあつまったらしい　事件は次第

に大きくなりついに三時放送では　戒

厳令がしかれたといふ　参議会は陳

［儀］長官に六項の要求を出したといふ　
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陳君は町を歩きながらその話をいくら

か冷静にはなす。自分は非常におどろ

く

　さかり場で帰路かしをくひ　ビーマ

ー［不詳］を食べて先生にあふつもり

なりしが　お目にかゝれず　いっしょ

に新生旅舎にかへる。先生らまもなく

かへる　

　先生は台北の事件ニュースを街でき

いてこられて話される　先生は陳君の

ニュースよりもっとくわしくきいてお

られた。大変なことが出きてしまった

と話しあふ

　「うちの奴がかわいそうだな　どう

しているかしら」先生はこころからさ

ういはれる　しみじみといはれる　は

っとうたれるやうに　私も台北のおう

ちのことを思ふ　おく様のお顔　とく

ちや［ん、金関家末子の悳さん］　敏雄

さん、ちんりゃうせいが僕の出たこと

をしってゐるから　なんとかしてくれ

たかもしれない」「しかし　つかまって　

入れられたかもしれない」「とくちゃん

が英語学校にいってゐるんだが」それ

なら色々時間的に下校時間その他のこ

とを考へられる　日僑互助会が何とか

通知してくれるかもしれませんね　

　陳君は首をふるやうにして　台北の

奴らはやるな　といくらかふがひなさ

さうにいふ

落ち着いた金関丈夫先生（2 月 28 日）
　実は翌日紅頭嶼の壺を台南師範に見

にゆくつもりなりしも　一刻も早く台

北にかへらうといういふことを考へて　

陳君 12 時すぎにかへる　先生二時頃

まで英文の探偵小説をよんでおられる　

私はつかれてゐるので　さきにベッド

に入る　先生も気になられるとみえ　

思ひ出したやうに事件に関して話され

る　かいげん令がしかれてゐるとする

と　通行はむつかしいだろうね　しら

べるでせう　カメラはおいてゆきませ

う　ピッケルはあぶない

　その中にさいさんが済南にゐたとい

ふから　あちらのかいげん令を知って

ゐるかもしれない　きいてみやうとし

てさいさんの room にゆかれる

「済南では共産党潜入のうたがひのあ

った時　かいげん令がしかれたが　け

んぺい兵たいらがならび　一列通行で

要所々々であやしいと思はれるものの

身体けん査が行はなれる位で yancho
［洋車］も通行がゆるされた。」

　さういふ話がせまい廊下ごしにきゝ

とれる

　先生がかへってこられて　これこれ

かうかうだからたいしたことはない　

明朝の急行でかへろうといはれる　そ

の中に自分はねいってしまふ　翌朝

4:30 頃目をさまし　善化に忘れたピッ

ケルをとるために 5.35 分の上列車にの

るために駅にゆく

　善化ではピッケルが駅長の所に保か

んされてゐる。たしかにあなたのもの

か　証こは　といはれ仙台山内 505 番

とかいて（ほって）ありますがといふ

と　その通りとてかへしてくれる　ピ

ッケルのあったことおどり上がるほど

うれしい　善化の遺跡を見るために下

り 7 時 15 分列車までの 30 分間位を町

にむかって歩く　しかし十分時間をつ

くして見ることができない　8 時に新

生旅舎についてみると先生はお菓子を
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かひにいって留守　余さんがひとりぽ

つねんとして一人ゐて　どうするかわ

からないのですが　先生はかへりたく

ないと　いっておられるといふ　温か

い陽ざしがまどから入ってゐてじっと

して動きたくないやうな気もち

　その中、先生かへってこられる　チ

ョコレートのあぢのするあんのはいっ

たおいしいまきパンとお菓子をかって

こられる　あと 45分で急行が出る　お

茶をのみお菓子をたべてゐる中にかへ

りたくなくなる　もう十分間でかへれ

なくなる　さういはれながら先生はど

っかとこしをおろしておられる　万事

休すもう十五分間　もうどうしても間

にあいませんかねといはれる　まにあ

ひません

　先生はやゝにこりとしてたばこをふ

かす　さいきん僕はあそんでゐたいや

といふ　余氏もたちたくない様子　そ

の中　午後の汽車で台中までゆかう

か　そしてもやうをみて夜行にて立つ

といはれる　余氏その辺りのこと考へ

てゐたといふ。そこで 1時 55 分発で立

つことにして　12 時に陳栄氏の所にお

ちあうことにして　自由行動をとるこ

とにする　高ヱをたづねて顔氏にあひ　

千々岩さんにたのみ　台南師範にゆき

紅頭嶼の壺（彩紋）を見ることにする

とにかくいさゝか興ふんして校長官舎

を辞す（師範はむざんにもばくげきと

災火のあとをとゞめていた。）

　それからひるめしを例の銀座のすし

やでたべる　余氏とさい氏にあふ　余

氏さい氏台中に一時の列車で立つこと

になる　われわれはのこり（＊石さん

の所にくる途中　Tsau shau といふ靴

型推断器をつかって蕃箒はんをつくる

台をけづってゐるのを見て実測図をつ

くる）

紅頭嶼［蘭嶼］の彩紋土器（首廻 32.5cm

火度低い。へらみがき朽葉色　伊師教諭　

昭和 10 年紅頭嶼よりかへりてマラリアと

チブスにて死去　伊師氏がもちかへりしも

の　本田校長所蔵　現在師範校長所蔵）

掃箒刀 Tsau shau tou の実測図
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白金町　東門　花園町

（＊ Gan［顔］さんが湯川さんのあと

の小屋に　書がが　おいてあるといふ

のでがんさんとゝもにゆく　そこで寛

済［寛齋］のナスとキウリ　のマリと

カシワの小畫を見つけられほしいとい

はれる　Gan さんおしさうにしてゐた

が　なにかと交かんしやうといふ）

　先生いゝきもちになられたらしくた

のしさうに（がんさんとわかれて）石

さんをたづねることになる　途中くつ

形の推断器を見る　今日の午後はゆか

いになったといはれる）　をみる［マ

マ］　みるべきものなし　白金町でか

べ新聞を見た。くわしく知る

　がんさんの所へゆき魚すきをごち走

になる　（公会堂前のカフェでコゝア

とかしをたべ　石さんの案内で花園町

の好事家をたづねたのだ）

　東門からのかへりに号外を見る　陳

長官のせい明を知る

　千々岩さん夫妻　肺病々院長　Gan

さん夫婦　みんなでたべる　おいしい

　8時私だけにもつをとりにゆく

　沈氏のところでお嬢さんたちに会ふ　

大きくなってゐる　かあいらしいよせ

がきをのこしてあった　昔の生徒たち　

文句少々おかしい　しかしいっしゃう

けんめいにかいたものらしい　ありが

たい　

汽車で台北に向かう（3 月１日夜）
　（Gan さんのところで　Gan さん

Āsan［外省人］といっしょになるのが

いやで汽車は三等にのることにしたと

いう　時々考へるとねむれぬことがあ

るといふ　あのいつみてもたのしげな

生活力の強さうな Gan さんにしてそれ

かと思ふとおどろく）

　陳栄氏の弟さんがきてゐていっしょ

に立つ　肺院の院長おくってくださる　

二等車内で寝台をとってもらふ　所属

でわかれてから　寝台には入る

　しんだいがあったので　にもつをは

こび入れやうとして　私がおくれてゆ

くと　列車 boy が私をかこみ　日本

人ですか　あゝ日本時代はよかったな　

といきなりかんがいをこめていふ　興

ふんしてゐて　中山さん［孫文、国民

党のこと］をほうり出さなくちゃとい

ふものあり。台北事件をはなすものあ

り、応答のしやうなし

　汽車通霄でとまってしまふ　それま

でねた　新竹には入ると汽車がとられ

るだらうと（鳳山部隊北上　在新竹な

るにより汽車を）とられるといけない

といふのでこゝはしばらくてい車する

といふ　その中ねいる　さめると竹南

に

　もうおきませうと先生がいはれるの

でおきる

　ついて先生はいかぬという

　台北飛行場占領の Dema（風評を）

boy からきく　次第に重大化している

らしいことを知る。

（台南出発の時　２日［付］の中華日報

を見てくわしく知る　しかしかいげん

令は一日夜に到ってとくといふことが

出てゐる　もし昨夜たってゐたらかい

げん令下の台北にいってこまったらう

とはなしあふ）

　その中駅べんをうりにくるものあり　

干がきをうるものあり　駅べんはかひ

はぐれ　干かきをかってくふ　日本語
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の非常に上手な上海 style の婦人と日

本語の上手な中国人及本省人二人のと

ころへどんぶりはこばれる　そのどん

ぶり一つあまったのをくへといふ　先

生と二人わけてくふ　くひきれず

汽車の中でのリンチ（3 月 2 日）
　やがて寝台を出てくれといふので　

二等車には入ってゐると Mob 来たりて

中国人と思はれるものをひき出てリン

チをはじめる　やゝ長髪の白いものを

まじへたやゝ年ぱいの人のやせ形の中

国人をひきづり出さんとする　かあい

らしい女の子をひとりつれてゐる　出

ぬとこづくのを女の子悲しい聲をあげ

る　私はどうしてもたすけねばと考へ

女の子を自分たちの所へつれてきたく

思ふ　その中 Mob の中の boss らしい

ものラホヤ［台湾語、老人］だからと

制止するものあり　鉄道従業員らしい

ものもラホヤだからといふ　Mob をさ

けて出なくはならんと考へてゐる中に

出てくれといってくる　日本人は大丈

夫だから正かくなる日本語を話してく

れと案内で駅員の注いをうけて苦笑す

る

竹南駅頭の旅館に避難（3 月 2 日）
　先生先とうに老人女の子それから

いちばんあとに私が重いリュックサ

ックを背に旅館にくる　Mob 中中国

人でないかときくもののある中に日

本人々々々といひつつ　Hotel にくる　

三階の部屋におちつく

　別々の部屋をあてがはれたがいっし

ょにゐてやる　（なにかのひゃうしに）

老人先生の名刺を見て Professor とい

ふ　Oh you speak English といふこ

とになり英語での会話ができるやうに

なる　かれの名は　楊樹仁といふ　台

北 normal school の Teacher だと名の

れと先生は英語でゐふ

（列車から出る時　Mob の一人にかれ

がつかまった時学校の先生だと先生が

いはれ病人だとといはれる　学校の先

生ならよろしいといはれたのを思い出

されて）

　おし入れの下にコンドームがおちて

ゐる　使用されたものらしく根本はや

ぶれさきの方はにかはしつのものが付

いたあとのやうにてかっとひかってく

っついてゐる　先生つまんですてられ

る。

　駅員ながく話してかへる　中食事を

すましてあと　先生は画をかけられて

老人に説明される（老人は C[h]icago
の Technical school を出たといふ）

　高雄の糖化公司にゐる engineer なり

といふ　はなしていった鉄路業員は竹

南区竹南鎭塩鑪前百三十七　鄭柄爐と

いふ

　ゆっくりさしてやらうと次の部やに

二人去る　Mob の中にゐた一人　牛耳

ってゐた乗客あそびにくる　しばらく

してかへる　カギ［嘉義］の人

　その中に Hotel の Master がきてき

けんだからはなれのあきやにうつす

といふ　一人一人つれてゆくといふ　

Come by one と先生が重々注意される

　はじめむすめさんをつれてゆく時私

がついてゆく　つゞゐて老人がゆく　

入れてしまふと外からかぎをおろして

しまふ。女中も主人（若い）もたすけ

てやりたいといふきもちにいっちして
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ゐる　人情といふものを考へる

　Mob Hotel には入ったことをみとめ

て　時々きゝにくるといふ　しかしあ

とでは　にげたといってごま化してし

まふ　２時頃東大工科出の若い支那人

変装ツメエリの国防色（？）の服を着

て　外省人とつれ立ってくる　奥さん

（あそばせ言葉を用ふる）は新竹の人な

ること　モンペをはいて変装してある

所にゐること　一人の中国人日本語を

解せぬもの同伴不安のこと等をはなす　

モッブの話をするとどんなものかとき

く　ふくしゅうを考へてゐるのでない

かと直感する　主人と子供のことを心

配してゐた　私たちがかばってゐるこ

とをきかしてやると安心したらしい。

またくるといってかへる

　午後３時頃外出して菓子をかってく

る　茶をのみ　かけものをかんしゃう

する

　その中楊樹仁氏から英文の letter く

る if there is any train な ら for 公

司寮にむかって明朝立ちたいといふ 

your's sincerely Yan とかいてある。

　Dr. Kanaseki Mr. Kokubu, March 2nd

 would you leave southward 4 o'clock 

tomorrow morning for 公司寮 by the 

train (if there is any) 

　　　Yours sincerely, Yang Shu Jen

［以下は、名刺の陳大經の名を消し住所

を破った表側］   送呈　                               

金關博士　　國分直一殿

(a few Bananas)

　とても汽車はないしあぶないからと

考へるが話が出きないからと Hotel の
Masterいふ　私が通訳をしにいって説

明してくる　奥さんの服装の上海 style

なることあぶないといふと変装したと

いふ

　かれは　公司寮から ship をとらへ

るつもりらしいが出きないこと汽車の

見込のないこと　stay here is better 
なること等を話し翌日 news をもって

report するからとわかれる

　夜くらい電灯の下で日記をつける　

風午后になって強くなり寒気つよくな

る

　How are you と歓喜して私を迎へ

るのを Hotel の Master 聲をたてるな

といふ　わかるとこまるといふ　それ

からはしゃわしゃわしゃわというやう

な低いふるえるやうな聲で英語を話す　

■■［ローマ字カ］になる　日本語

十万金［斤カ］からのあじがとれたと

て　外を通るものはみなあじをさげて

ゐた

　夜食をすませてから寒気のやゝ強く

なったくらい外に出る気がしなくて　

かけぶとんであるが　あかじみたふと

んを二枚かさねてしいて　うすい洗た

くしたと思はれるシーツのかゝったふ

とんを胸から下にかけ over を頭からか

ぶってねる　（体中をのみがはひまわ

ってゐるらしくかゆいがうとうとして

ゐると　先生のおうちのボンの毛の中

を歩きまわってゐるノミのことを思ひ

出す

兵隊が来るという噂（3 月 3 日）
　夜中の十一時頃旅館の若い主人おこ

しにくる　新竹の兵隊がキ銃さうしゃ

をしながら南下してきた　いま香山に

かゝってゐるといふから危険ですから

逃げてくれといふ
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　あわてゝはねおきリュックサックに

つめてあった石器類を出し衣類及ふろ

しきづつみのみつめてきがえをする　

先生はかべにかけてあったかけものを

まいて長い方を私がもち　小さいのを

bag につめる　おおあわてにあわてゝ

外に出て元川（穎）医院をたづねたが

かたくしめてゐておきない　老人と女

の子のことをおもひ出し　そのかくれ

家にさけることにする

　老人たち窓から入る月光をあびてな

らんでねてゐたが　おきて見てふと

んをあげやうとするのを　先生　you 
may lay, sleep sleep といはれる

　子供のみねかしつける　我々には

over coat をかしてくれる　（女中らが

二人（その中一人は少女））が案内して

くれたのである

二人を匿った竹南の旅館の見取り図

　一人の少女女中私たちにぴったり体

をよせて　カギは中からかけて下さ

い　それから旅館にとまったのでなく

て　こゝまでさがしにきたといって下

さい　旅館でこゝにかくしたといふと　

私たちが大変になりますから　静かに

してもしは入ってきたら　かべに体を

くつゝけてゐて下さい　等と静かなお

ちついた聲で話してくれる　あなたた

ち女だから旅館にかへらぬ方がよいで

せう　こゝにゐなさい　といくらすゝ

めても　私たちは Hotel にかへるとい

ってかへってゆく

　大きな方の女中は日本語が通じない　

小さい少女の方はよく日本語ができ色

は黒いがどこから可愛らしく　私がか

つて女子校時代に教へた教へ子のだれ

だったかににてゐる　なにか非常に感

激してその少女の手をとりたいやうな

気もちになる　少女たちおりていって　

平静になると Yan 氏立ち上がってまど

の外をながめ　又腰をかゞめて私たち

の 所 に き て Homesick Homesick all 
chinese is poem という　The moon 
is up in the sky! 　先生が poem? poet
でせうといふと poet poet といふ　あ

はてゝゐる　my wife といふておくさ

んをおもいだしてゐるらしい　少女の

そばに腰をおろして顔をかきむるやう

にかいている　先生と二人マドの外を

見る　あかりがあか〳〵とついてゐ

る　Never mind Never mind と先生い

ふ　体中かゆし　先生タバコをすはれ

る　月光がマドカラ青白くながれてう

すきったない部屋を美しくみせる　そ

れからしばらくしてねてしまふ　3 時

おきて見ると　先生のおしりに顔をく

っつけて寝てゐた　どうりで顔がぬく

とい（あたゝかい）と思った　（月光の

中で町の灯があかるく見える　各戸に

おこしてあるく声がする　うとうとし

てゐる中にねむる）



36

避難した部屋のようすの図解

　少女と老人もおきてなにかしてゐる　

少女が指さすと老人がふとんをよせる　

みてゐるとノミらしい　老人が白い

シーツの上で黒いノミを指でおさへる　

血が出る　あゝといって我々の顔を見

る　月光のなくなった部屋はもと通り

うすぎったなく　のみをつぶしてゐる

老人と少女とがいたましく思はれてく

る

　We are going to gather news　You 
must stay here a little while といって

先生と二人 one by one に出る　Hotel
にかへる　若い主人　兵隊の行方不明

であるといふ　外は平せい　あさのさ

わやかさ　バナナ一本　干ガキ一個が

なくなってゐるだけ　かあいらしいど

ろ棒！

　駅にゆく　昨日の急行の客車がその

ままゐる　新竹行のバスが出る所　女

学生らがのりこむ　汽車はないらし

い　前の文具屋にいって news をき

く　台北を様子をきく　公会堂で会議

中にも銃声をきいたという　台中もほ

うきしたといふ　新竹から南下の部隊

は disap[p]ear したらしいといふ　台

中の放送があったといふ　日本語放送

があったといふ　海軍マーチがかけら

れ　青年よ立て　海外からかへった同

胞たて　といったといふ

　穎川医院をたずねる　主人穎川氏に

会ふ　日本の婦人をおくさんにしてき

た弟の医師は先生をしってゐて　した

しく話をする　奥さんがいれてくれた

お茶がおいしい

医院の患者の話を聞く（3 月 3 日）
　台中放送といふのを又きく　海軍マ

ーチをかけて　日本精神を忘れたか　

我々は日本の 50 年の教育をうけた。全

島 600 万の同胞よたてと　いったとい

ふ

　先づ桃園中壢に大学生がきたり指導　

新竹にもあらはれ　大学生が手りゅう

弾銃器などをつんで四台のバスで応援

にきたといふ

　竹南から非常召集をうけた警官はな

にか共産軍かと思ひでかけた　共産軍

ならむかふにいってから共産軍には入

ればよいと考へてゐた　ところがそん

なことでなかったので武器をわたして

かへってきたといふ

　南の中港部隊では（竹南はやったら

しいから銃器をわたしたといふ　我々

もやらなくてはならないとて）昨夜ド

ラをならして人をあつめた　軍歌をう

たひながら　木刀や松［松明カ］など

をもち　町をねり歩いてゐる中に　群

衆となったといふ　しかし兵きたらず　
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今朝のかん者の話

　警官中に三人の高砂警官あり　南庄

に状せいをしらせたら　我々も出動す

るが　といってくる　それをこんど電

話をかけたらこい　まっすぐに自分の

所にきてくれといったといふ

　高砂を利用して抗日劇を上演すると

の News を台北でみてきたが思ひあは

してみて　興味ふかい

　大溪兵の　Tayal は大溪まできて

Taiki［待機］してゐるといふ

　10 時半　先生　Egawa 氏といっし

ょに出てゆかれる　毛ぬき　を買ひに

ゆかれる　白がをぬいて若がへるとい

はれる　（かべに静物をかけて日本の

お茶をのみたいといはれる）

　町にでて毛ぬきとお菓子をかってこ

られる

　ひるめし前 banana をかってかへる

38 yen ひるめし 60 円──ランチ

　町で大戦果とはなしてゐるのをきく　

かなりの Demaがあるらしい

　先生　ひるめし後 1.30 迄ひるね　1 

40 分に Egawa 氏の所に News をきゝ

にゆく

名刺の裏に書いた楊樹仁氏の手紙

タイヤル族の警官の話（3 月 3 日）
　はからずも陳さんという中国姓では

あるが Tayal 出身の警官にあふ

「私は終戦後　省の警官訓れん所にゆ

き４ヶ月間の訓れんをうけました　し

かし一日としてたのしいことはなかっ

た　午前中は北京語をしたが　これを

ならって役に立つかと考へ　本気にな

っておぼえる気がしませんでした　４

ヶ月間はあそびました　友人の所　先

生の所　部下の所と　そして途中で自

分にはむかないし体もわるいからとい

って辞職をねがったが許されませんで

した　出てから平地勤務を命られたが

一日も一つもたのしいことはありませ

んでした　私は山の言葉もよく出来ま

せん　日本語しか出来ません　それで

ずいぶんくるしめられました　警官に

なってからも何回も辞職ねがひを出し

ましたがうけ入れて呉れません　

　私の南庄［苗栗縣東北部］の村はか

って 15 戸ありましたが今は 10 戸くら

い　出征してなくなったものもあり　

現に私の兄は空てい隊の一員として生

死不明　父と妹は終戦後のマラリヤ大

流行の時になくなりました　一切の救

済そちは講じられてゐません　一人の

官吏もきません　村のものはあるもの

は　蕃社の大湖郡の山にかへったもの

もあります　たった二人きてくれた

のは Egawa さんとある歯い者さんだ

け　Egawa さんは採血と血ちんをやっ

てくれました　そして保菌者をしらべ

あげてくれました　政府から少しばか

りくすりをもらひそれでやってゐます　

Egawa さんに○○をつくってもらひそ

れで交渉してみるつもりでゐた所この

事件です　はじめ私はこの 2.28 事件

をしりませんでした　非常召集をとい
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ふので中壢までいってもやうをきい

てみる　わかりました　そこで自動

車がパンクしたといってさきにゆけ

ぬと報告してくれといふことにした

所　ひんかん［賓館カ］にとまって

明日修理した上もしできなければ汽

車にて北上せよといはれたが　ひん

かんにゐると　中壢の police station 
から包囲されてそこで武装をといて

こんぽうし　上衣をとり私服にして

Track［トラック］にのってかへっ

てしまった　包囲後の状況不明です　

昨夜は支那兵南下の報がありました

ので　もし事実なら警察の銃をわた

すといひましたがたしかめてからと

いひ　新竹や station にとひあわした

所事実なしとてそのまゝにした　所

が夜中に空襲警報の放送がありまし

たので　電気を消せといって町を歩

きました　村人は退ひなど動えうし

ましたがよく音をきけといふとしづ

かになりました　今朝 4 時にねまし

た　山には電話で事情をしらせてや

りました。山ではぢりぢりして出動

の機をまってゐるやうですが　正か

くな情報を得たらしらせるからそれ

までまってくれといってやりました　

私は命はいりません　やるよりほか

にないのです」

　しかしやるなら断然あくまでやら

なくてはなりません　私には足のつ

めさきから頭のかみの毛まで日本精

神がは入ってゐます　私は死をおそ

れません」

　かれは三十にはならぬと思はれる　

とゝとった容貌のしっかりした分別

のある青年だった。

放送が決起を呼びかける（3 月 3 日）
　その中やゝおっちょこちょいの青年

来る　国民校の先生であるといふ　今

日から学校にゆくと生徒　先生とい

ってくる　日本語を使いませうといふ　

日本語をつかへといふと校長にらんで

怒る　あとでおまへはあわてものだと

いふ　自分があわてゝはゐませんとや

ってゐると

　そこへ　ラヂオが日本語放送をはじ

めたといふ　又一人あらはれる　

かへる。（この話のはじめの頃　お風呂

をたのむ）

　雨がきて街街がぬれてゐる

　僕は station へ汽車のことをきゝに

ゆく　先生は　Yan 氏に News を伝

へにゆく　子供のよみものがないとい

ふから　先生かって与へられたといふ　

高雄軍隊がしっかりしてゐるから大丈

夫　といふとうなづいてゐたといふ　

雨の音　赤いやねかはらにおちる雨の

音をきいて日記をつける（３時半）

（Takasago の警官は志願兵にいったと

いふ人）

（以上の会話のはじめ　台中放送きく　

ふくけん［福建］語　広とん［広東］

語放送についで日本語で　台中市内で

国軍と市民との間に戦争が行はれてゐ

るといううわさがありますが　台中に

は国軍のかげを見ません　実かんがあ

る）

［228 事件をめぐる國分直一先生の克明

な記録は、ここで途絶え、この後は、

メモや発掘記録になっている。その最

も新しい内容は、同年 4 月の蘭嶼学術

調査のものである。］
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現場を求めて（2018 年 9 月）
　これは、ほとんどの日本人が立ち去

ったあとの時期に起こった 228 事件の

勃発の前夜から直後にかけての台湾中

南部の雰囲気を伝える貴重なルポであ

る。緊迫する情勢を伝える國分先生の

野帳は、残念なことにここで終わって

いて、いまのところ、続きは発見され

ていない。しかし、残された部分だけ

でも、これまで報告されたことのない

詳細きわまりない、まさに同時代の記

録といえる。228 事件の時に、金関丈

夫大人が、動乱のニュースが流れるさ

なかでも、落ち着いて絵を鑑賞したり、

白髪を抜くために毛抜きを買い求めた

りする余裕は、みごととしか言いよう

がない。そして、身の危険を冒しても

中国系の人たちをリンチから救おうと

した台湾人と日本人たちがいたこと、

その様子を克明に捉えた記録を、留用

日本人が残していたことは、歴史の記

録として忘れてはならないと思う。

　この野帳の現場に立ちたい。そう願

ったわたしたちは、2018 年 8 月 31 日、

新竹にある国立精華大学で人骨考古学

を教える、國分先生ファンの邱鴻霖さ

んに導かれて、竹南駅をめざした。

　竹南駅前の問題の旅館は、今もある

か、住民はその宿のあったことを覚え

ているだろうか。駅との位置関係がは

っきりしない、國分先生の残された地

図を頼りに駅の周辺をぐるぐる回る。

市場と接していたというのだが、その

後市場もかなり拡張されたのか、なか

なかこれはという場所がみつからな

い。

　考古学者の邱さんが、人類学者も顔

負けのフィールドワーク力を発揮し

て、まず、古そうな旅館を探すが、若

い人しかおらずらちがあかない。それ

では、と昔のことを知ってそうなお年

寄りはいませんか、と聞いて回ってく

れる。角の漢方薬屋の女性が、近くの

ハンコ屋のおやじさんがいいだろうと

いう情報をくれる。別れるときに丁寧

に両手を合わせて挨拶をされる。

竹南駅前のハンコ屋さんの店で

（撮影・邱鴻霖）

　ハンコ屋を訪ねると、階上から生け

花の葉の束のようなものを両手に提げ

て元気に降りてこられた。年齢は 84 歳

で、228事件の時には8歳だったという。

日本語もかなり話せる。そのころから

ここに住んでいるが、そう言えば、向

いには旅館があった、経営は韓国人が

やっていたようだという。昔の竹南市

街の地図の載った本を出してくれて、

親切にコピーまでとってくださる。

　そうだ、隣の旅館のじいさんはどう

だろう、というので、行って尋ねてみ

るが、奥さんが出てきて日本語で「も

う頭ショートしてる」という。高齢で

話が通じないという意味らしい。通り

を渡って、もとは隣に住んでいたとい
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うおじいさんの家を訪ねる。92 歳、車

椅子だが、通りの向いにあった旅館は

日本時代には日本人がやっていて、末

廣という名前だったという重要な証言

をしてくれる。

お二人にお名前を書いていただく

（撮影・邱鴻霖）

　また、國分先生の地図にラジオのあ

る文房具店とある店も記憶と符合し、

文房具以外に薬なども扱う雑貨屋のよ

うな店だったという。まだ確定はでき

ないものの、有力な可能性がある場所

のひとつかと思われた。「日本の歌は

どんなのを覚えておられますか」と聞

いてみたら、白地に赤く日の丸染めて、

桃太郎さん桃太郎さん、などが出てき

た。海ゆかばなどの軍歌調のものは、

歌われなかった。住所と名前を書いて

もらううちに、ハンコ屋さんのご家族

が、食事に行くよと誘いに来られたの

で、早々に失礼した。

おわりに
　邱鴻霖さんの導きのおかげで、行く

先々で、どなたも熱心に協力してくだ

さるのをありがたく思いました。また、

ノートの中の地名の同定などでは、土

地勘のない私どもを、中生勝美先生（桜

美林大学）が適確に助けてくださいま

した。

　次回以降は、國分直一先生と金関丈

夫先生のように留用された台湾大学の

教員のなかで、もっとも遅くまで台湾

に残った、松本巍（まつもと・たかし）

教授や、「かうぱん生」の筆名で、金関

サロンの『回覧雑誌』に寄稿していた

高坂知武（たかさか・ともたけ）教授

とその記念室、また台湾大学内の磯永

吉小屋として現在も大切に保存されて

いる、農学系の先生たちの足跡と思い

出をたどってみたいと思います。

　幼いころを台湾で過ごされた会員の

みなさまにとっての「常識」が足りな

くて、おかしなところがありましたら、

なんなりとご教示をたまわれば、次回

以降に訂正とともに掲載させていただ

ければ幸いです。

　

（あんけいゆうじ、山口県立大学名誉教

授・あんけいたかこ、山口大学非常勤

講師）

※国分直一・野帳の地名（1947 年 2 月

末～ 3月始）図は裏表紙に記載。

63 号の記事の訂正

　22 頁右 13 行目、胸が悪いそうだ→

胸が悪そうだ

　25 頁右 13 行目、トタンで吹いて→

トタンで葺いて


